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博士論文（半沢幹一「二葉亭四迷『新編浮雲』表記記述研究」）要旨 
 
本論文は、二葉亭四迷『新編浮雲』（再版本）の表記全体について記述し、その特徴・傾
向を明らかにすることによって、近代日本語の表記史における当該資料の位置づけをする
ことを目的としたものである。 
 『新編浮雲』が出版された明治 20年代は、日本語の表記史において革命的な変化が起き
た時期であった。第一に挙げられるのは、社会の近代化に伴い、日本語の表記が漢字主体か
ら漢字と仮名の並立へと表記様式が変化したことである。第二には、公刊される書籍が木版
から活版へと出版形態が変化したことである。『新編浮雲』はそのような変化を如実に実現
することになったテキストである。 
 『新編浮雲』というテキストは、漢字・平仮名・片仮名・アルファベットという 4種類の
文字と、句読点、括弧類、リーダー、ダッシュ、繰り返し符号などの補助符号によって表記
されている。『新編浮雲』の表記は、これらの文字と符号の総合として、成り立っているの
であるから、その全体的な相互関係を捉えなければ、『新編浮雲』の表記の様相を明らかに
したことにはなるまい。 
 文字であれ、補助符号であれ、そのどれをとっても、当時にあっては、公的な、あるいは
規範的な方針があったわけではないので、表記の改変にはさまざまな混乱や揺れがあった
のは想像に難くない。とりわけその先陣を切って革新しようとした『新編浮雲』における表
記の混乱なり揺れなりは相当なものであった。本論文が、『新編浮雲』の文字・表記の記述
に徹するのも、それゆえに他ならない。 
  『新編浮雲』の表記のそれぞれおよび全体の様相の特徴・傾向をまとめるならば、次の
5点になる。 
 第一に、表記に使用する文字の主流が漢字から平仮名に推移したということである。ルビ
に平仮名が当てられるのは当然としても、本文においても平仮名が漢字よりも優勢になっ
ていることは特筆される。対する漢字は自立語の表記をもっぱらとするが、高頻度の漢字は、
現代にも通じる基本語の表記が主体であり、それ以外は文学的な描写や『新編浮雲』の人物
設定などに使用される語の表記に特定される。 
 第二に、『新編浮雲』で表記された語は、漢字か仮名のいずれかでほぼ一定しているとい
う点である。漢字と仮名（とくに平仮名）の併用には、同一語の複数表記が想定されるが、
それは全体の２割程度であり、ほとんどは漢字あるいは仮名の単表記になっている。複数表
記が見られる語も漢字と仮名という組み合わせよりも、漢字相互によるものが多く、それら
には意味・用法の違いに一律に対応するとは言いがたく、篇や語による揺れが認められる。 
 第三に、『新編浮雲』における平仮名は、ほとんど基本字体であり、変体仮名は旧代の名
残りにすぎないという点である。これには、活版印刷になったという点が決定的に関与して
いる。旧代の版本が毛筆手書きの連綿体を元にし、それゆえの運筆上の便宜として変体仮名
が見られたが、１字単位で鋳造される活字ではその便宜がもはや無用となり、活字用の基本
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字体のみに収斂されることになった。 
 第四に、『新編浮雲』の片仮名は、平仮名主流の表記の中にあって、特定の語あるいは音
節を目立たせるために用いられているという点である。当時一般の文章の漢字片仮名交じ
り表記とは異なり、文学的文章は漢字平仮名交じり表記であり、同じく仮名としての片仮名
は平仮名との差別化を図る必要のある表現の表記に限定された。その限定は、地の文におい
ては外来語やオノマトペであり、会話文においては感動詞や語の変異形であり、いずれも他
の語彙や基本語形との異なりが際立つものの表記である。 
 第五に、『新編浮雲』における補助符号は、地の文を主体とした語りを際立たせていると
いう点である。どの補助符号も第三篇になって、質量ともに顕著になるが、句読点は、主た
る読点に対して句点や白ゴマ点、さらには疑問符や感嘆符などが、地の文における分節や会
話文における情意の区別を明示化するために用いられている。また、括弧類はとくに鉤括弧
の使用において、開きと閉じのセットにより、地の文に会話文を埋め込む方法が取られた。
リーダーとダッシュについては、リーダーの形状や位置による間の取り方の違いが可視化
されている。 
 以上から、『新編浮雲』の表記の全体として指摘できることは、文字についても補助符号
についても、それぞれの使用には決して少ないとは言えない混乱や揺れが認められるとし
ても、確実かつ劇的に近代化のほうに向かっていたということである。それはとりもなおさ
ず、表記の改革が文体の改革と一体であったということでもある。そしてそれは、二葉亭四
迷個人の創作意図によるものであり、同時に活版化という印刷事情にもよるものであって、
まさに両者の相乗あるいは相克の結果であった。その意味で、『新編浮雲』は、その表記の
混乱や揺れそのものが近代日本語の表記を確立してゆくための揺籃であったと位置づけら
れる。 
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 本論文は、言文一致体の小説として知られる二葉亭四迷『新編浮雲』を激動する近代日本語表記の
一資料として、その表記の実態を精細に記述しようとするものである。本論は全 8章、それに序論と
しての序章、まとめとしての終章、本論とは若干異なる視座からの二葉亭表記論としての付章がつく。 
 まず、序章において、従来の当該期の表記研究の不十分さを描き出し、その研究を進展させるにあ
たり、近代日本語表記史上重要と思われる『新編浮雲』を対象にした精細な表記記述の必要性を説き、
この点を本論の目的に定める。 
 次に、本論の第 1章～第 5章において、『新編浮雲』の文字の実態を記述する。第 1章においては
漢字の使用量を示しながら、漢字訓読みの多様性を明らかにする。また、第 2章では、それを受けて
語の表記のあり方を検討する。そこでは高頻度語がいかに表記されるか、また、同じ語がいかに複数
の様式で表記されるかを明らかにする。第 3章においては、平仮名について、変体仮名の使用状況お
よび初版と再版の仮名字体の改変状況を検討し、平仮名字体の漸減を指摘する。さらに第 4章におい
ては、その変体仮名の用法、すなわち仮名字体の使い分けの検討におよぶ。そこにはきわめて顕著な
使い分けがあるわけではないことが示されるが、これも近代、明治 20年代の状況を克明に示すもの
とされる。第 5章では片仮名の記述がおこなわれ、片仮名異体字の使用状況やどのような箇所に片仮
名が使われるかが明らかにされる。 
 そして、本論第 6章～第 8章は句読点（第 6章）、括弧符号（第 7章）、リーダー・ダッシュ符号（第
8章）が記述される。補助符号の用い方が暗中模索の時代であった明治 20年代における句読点・括弧
符号・リーダー類の使用状況が明らかにされる。なかでも、句読点における白ゴマ点（﹆）の使用法、
括弧符号が「 」のセットで用いられること、また、リーダー類の先駆的な使用が明らかにされる。 
 最後に終章として全体がまとめられる。『新編浮雲』の表記は平仮名が優勢の漢字平仮名交じり文
であり、訓読み主体の漢字ルビには多く熟字訓がみられるものであって、表現効果をねらった片仮名
が若干混用されるものとしてとらえられた。同時に、括弧符号・リーダー類符号の革新性が説かれて
いる。なお、付章は二葉亭の自筆草稿と印刷活字本の表記の関係にも言及する。 
 以上のように本論文は日本語史上重要な資料である『新編浮雲』の表記をきわめて精細に記述し、
『新編浮雲』の文章改革が表記改革でもあるという帰結に至っている。この研究は、従来十分には検
討されてこなかった近代日本語の表記についての研究の基盤をなすものと考えられ、近代日本語研
究、なかでも表記史研究に大きく寄与するものといえる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
